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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物廃材をｱｽﾌｧﾙﾄ混合物へ再利用するリサ

イクル率は年々増加傾向にあるが，依然として路盤材や盛

土材に再利用される形が多く見られる．しかし，ｱｽﾌｧﾙﾄは

熱可塑性であり，繰返し利用の可能性を有した材料である．

このような特性を有しているにもかかわらず，再生加熱ｱｽﾌ

ｧﾙﾄ混合物（以下，再生混合物）の長期供用性が明確でな

いことが指摘される． 

プラント再生舗装技術指針（以下，指針）では、再生混合

物の配合設計法として再生用添加剤（以下，添加剤）を用い

る方法と，新ｱｽﾌｧﾙﾄのみを用いる方法との 2 種類がある． 

そこで本研究では，指針に示される 2種類の配合設計法

に準じて作製した再生混合物の供用性を，新規ｱｽﾌｧﾙﾄ混

合物（以下，新規混合物）のそれと相対的に比較して再生

用添加剤の効果の確認を行うとともに，簡便かつ経済性に

優れたカンタブロ試験による再生混合物の品質評価の可能

性を検討することを目的とした． 
 
2. 2. 2. 2. 試験頻度試験頻度試験頻度試験頻度    
2.12.12.12.1    添加剤を用いた再生混合物添加剤を用いた再生混合物添加剤を用いた再生混合物添加剤を用いた再生混合物    
混入率 20％および 40％の再生混合物（以下，再生 20，

再生 40）と新規混合物を屋外暴露し，表-2.1(1)に示した

所定の暴露期間経過毎に試料を回収し各種試験を実施

する．現在，試験No.6，暴露期間18ヶ月までの 6回の試

験を実施した．  

2.22.22.22.2    新アスファルトのみを用いた再生混合物新アスファルトのみを用いた再生混合物新アスファルトのみを用いた再生混合物新アスファルトのみを用いた再生混合物    

混入率 20%，40%，および 60%の再生混合物（以下，再生

20As，再生 40As，再生 60As）および新規混合物を，さらに

添加剤を用いた混入率 40%の再生混合物（以下，再生 40

添）を屋外暴露し，表‐2.1(2)に示した所定の暴露期間経過

毎に試料を回収し各種試験を実施する．現在，試験 No.4，

暴露期間 6 ヶ月までの 4 回の試験を実施した． 

表-1 試験頻度 

 
 
 
3. 3. 3. 3. 供試体の作製供試体の作製供試体の作製供試体の作製    
本研究で使用した添加剤を用いた再生混合物の再生骨

材は，約 3 年半屋外暴露した密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）で，

素性の知れたものを用いた．一方，新ｱｽﾌｧﾙﾄのみを用い

た再生混合物の再生骨材はプラントにて製造した素性の知

れないものを用いた． 

再生混合物の種類は，再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）と

し，設計針入度は目標値を 50（1/10㎜）とした．新規混合物

は密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）とし，配合設計はｱｽﾌｧﾙﾄ舗

装要綱に準拠した．なお，バインダーには全ての混合物に

ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ 60-80 を使用した．再生用添加剤の選定に

あたっては，既往の研究 1）によって明らかにされているｽﾄﾚ

ｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ 60-80 の劣化前と劣化後の成分組成を考慮して，

劣化して増加したアスファルテンを分散解膠する芳香族分

を多く含む再生用添加剤を用いた． 
 
4. 4. 4. 4. 室内試験室内試験室内試験室内試験    
        昨年度の名古屋の報告 2）によると，添加剤を用いた場合，

暴露6ヶ月までにおいて再生混合物が新規混合物と同等な

性状を保持していた．ここでは割愛するが，継続して行った

本年度の試験結果でも，暴露 18 ヶ月経過後において再生

混合物が新規混合物と同等な性状を保持していた．これか

ら新ｱｽﾌｧﾙﾄのみを用いた再生混合物の室内試験結果に

ついて報告する． 

4.1 4.1 4.1 4.1 バインダー性状試験バインダー性状試験バインダー性状試験バインダー性状試験    
図-1は，針入度の混合物の違いによる経時変化を表した

ものである．また，既往の研究 2）より針入度は両対数紙上で

直線関係の相関が高いことが明らかであるので，本研究に

おいても同様に評価した． 

これより再生用添加剤を用いた場合（再生40添）は新規と

ほぼ同程度の傾きを得ていることから，プラントにて製造し

た再生骨材を用いた再生混合物は新規混合物と同等であ

ることが確認できた．また，新ｱｽﾌｧﾙﾄのみを用いた場合（再

生 20As，再生 40As，再生 60As）は，配合設計の際，新ｱｽﾌ

ｧﾙﾄとしてｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ 60-80を用いたことから，混入率が

高くなるほど針入度が低くなっている．暴露開始時におい

て針入度があまり回復していない再生 20As，再生 40As，再

生 60As は，新規や再生 40 添と比べ傾きが緩やかであり，

劣化速度が遅いことを示した． 
4.2 4.2 4.2 4.2 静的曲げ試験静的曲げ試験静的曲げ試験静的曲げ試験    
  暴露 6 ヶ月における破壊包絡線 3）を図-2に示す．この

図から新規と再生 40 添の破壊包絡線がほぼ一致してい

る．再生20Asおよび再生40Asの破壊包絡線はそれらよ

り若干ながら左下方にばらついている．再生 60As に関し
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ては他とは明らかに異なった形状を示した． 

 
 
 
 
 
 

図-1 針入度の経時変化 

 
 

図－1 針入度経時変化 
 
 
 
 
 

 

 

図-2 暴露無しにおける破壊包絡線 

 

4.3 4.3 4.3 4.3 繰返し曲げ試験繰返し曲げ試験繰返し曲げ試験繰返し曲げ試験 
本研究では，既往の研究と試験精度の高さを考慮して

2点支持 1点載荷，ひずみ制御方式で試験を実施した． 
繰返し曲げ試験は現段階で暴露無しの試験が終了し

ており，それについて考察を行う．図-3 は新規，再生

20As，再生40添の疲労破壊包絡線4）を比較したものであ

る．これらを新規の破壊包絡線を規準として比較すると，

再生20 As，再生40添ともにばらついているが再生40添

の方がそのばらつきは小さい．添加剤を用いることで再

生骨材の持つばらつきを小さく抑えることが可能である．

また，ここでは割愛したが再生 40As および再生 60As は

新規と明らかに異なる形状を示した． 
4.44.44.44.4    カンタブロ試験カンタブロ試験カンタブロ試験カンタブロ試験 
  図-4 は，再生骨材混入率の違いによる骨材損失率の

変化を表したものである．これらを大略的に評価すると，

骨材損失率はどれも10%程度以下であり，暴露6ヶ月まで

において混入率による骨材損失率への影響は見られな

い．骨材飛散抵抗性に関して再生混合物は新規混合物

と同程度の良好な性状を保持している． 

 

5. 5. 5. 5. まとめまとめまとめまとめ 
本研究で得られた知見をまとめると以下のとおりである． 

(1) 旧アスファルトの成分組成に適合した再生用添

加剤を用いることにより，再生骨材混入率 40％
以内の再生混合物は，新規混合物と同等の供

用性能を得る． 
(2) カンタブロ試験は，他の試験結果と異なり劣化 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 暴露 6 ヶ月における疲労破壊包絡線 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 再生骨材混入率の違いによる骨材損失率 

 
による影響が明確に見出せなかった．試験条件

等を含め検討が必要である．しかしながら，更

に劣化した場の試験結果も含めて総合的に評

価する必要がある。 
(3) 新アスファルトのみで再生混合物の配合設計を

行う場合，混入率を高くすることは性状のばら

つき，低下を招く恐れがある．しかしながら添加

剤を用いることでばらつきを低減することが可

能であると思われる． 
なお，本研究は日本学術振興会「ライフサイクルを考慮

した建設材料の新しいリサイクル方法の開発」（研究機

関・研究代表者：新潟大学工学部・長瀧重義教授）に関

する研究の一環として行ったものである．また，実験には

大成ロテック(株)技術研究所の協力を得た． 
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